
船舶事故等調査報告書 

平成２２年１０月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第１９４号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年７月６日 ０８時４５分ごろ 

発生場所 香川県多度津町 多度津港内港東防波堤灯台から真方位１６１°１００ｍ

付近 

（概位 北緯３３°１３.１′ 東経１３２°２４.６′） 

事故等調査の経過  平成２１年７月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務所）

を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等

 

Ａ 漁船 正栄
しょうえい

丸、４.８トン 

ＫＡ３－３０２９７（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ 漁船 戎
えびす

丸、２.１トン 

ＫＡ３－２８４３８、（漁船登録番号）、個人所有 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士･特殊小型船舶操縦士・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型船舶操縦士･特殊小型船舶操縦士･特定 

死傷者等 Ｂ 船長Ｂ 硬膜下血腫、甲板員Ｂ 左肩打撲、前額部裂傷等 

損傷 Ａ 船首部及び左舷外板に擦過傷 

Ｂ 左舷外板に亀裂及び擦過傷 

事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、たこつぼ漁を終え

て、多度津港内港の桟橋に向けて速力約１２ノット(kn)（対地速力）で航行

中、また、Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、たこの水揚げを終えて係留

場所に戻るため同港内の桟橋を発して速力約３knで航行中、平成２１年７月

６日０８時４５分ごろ、多度津港内港においてＡ船の船首部とＢ船の左舷中

央部とが衝突した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期 

その他の事項  船長Ａは、速力を落とすといけす内の海水の循環が悪くなり、たこが弱る

ことによって売り値が下がることから、ふだんから港内でも減速して航行す

ることはなかった。 

 船長Ａは、水揚げ後に予定があったことから、いつもより速い速力で港内

を航行していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、多度津港内港を入航中、船長Ａが、前

方の適切な見張りを行っていなかったものと考

えられる。 

 Ｂ船は、多度津港内港を出航中、船長Ｂが、前

方の適切な見張りを行っていなかったものと考

えられる。 



原因 

 

 

 本事故は、多度津港内港において、Ａ船が入航中、Ｂ船が出航中、両船が

適切な見張りを行っていなかったため、両船が衝突したことにより発生した

ものと考えられる。 

 




